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（訂正・数値データ訂正）「平成29年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 
平成29年５月10日に公表いたしました「平成29年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」に一部訂正がございました

ので、下記のとおりお知らせいたします。訂正前と訂正後を表示し、訂正箇所には下線を付して表示しております。なお、
財務諸表の数値データ（XBRL）にも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信しております。 
 

記 
 
１．訂正の理由 

平成29年３月期決算短信発表後の有価証券報告書の作成過程におきまして、連結キャッシュ・フロー計算書に一部修
正が生じましたので、提出済みの決算短信を訂正させていただくものであります。 
 

 
２．訂正の内容 
 
【サマリー情報】 
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 
 
（訂正前） 
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

29年３月期 △346 △6,540 7,439 11,954 

28年３月期 4,272 △5,955 △379 10,732 
 
（訂正後） 
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

29年３月期 340 △6,540 7,439 11,954 

28年３月期 4,272 △5,955 △379 10,732 

 
【添付資料 P.2】 
１．経営成績等の概況 
（３）当期のキャッシュ・フローの概況 
 
（訂正前） 

（省略） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、３億４千６百万円の資金の使用（前年同期は42億７千２百万円の資金の

獲得）となりました。これは主に、税金等調整前当期純損失が２億９千４百万円（前年同期は２億８千４百万円の

税金等調整前当期純利益）となり、売上債権が83億５千６百万円の増加となった一方で、減価償却費が23億１千９

百万円、のれん償却額が19億１千６百万円それぞれ発生し、仕入債務が44億８千４百万円の増加となったことによ

るものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、65億４千万円の資金の使用（前年同期は59億５千５百万円の資金の使用）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が23億８百万円、無形固定資産の取得による支出が28

億３千９百万円、長期前払費用の取得による支出が８億５千６百万円あったことによるものであります。この結果、

営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合算したフリー・キャッシュ・フロー

は、68億８千６百万円の資金の使用（前年同期は16億８千３百万円の資金の使用）となりました。 

（省略） 
 



 
 
  

（訂正後） 

（省略） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、３億４千万円の資金の獲得（前年同期は42億７千２百万円の資金の獲得）

となりました。これは主に、税金等調整前当期純損失が２億９千４百万円（前年同期は２億８千４百万円の税金等

調整前当期純利益）となり、売上債権が83億５千６百万円の増加となった一方で、減価償却費が23億１千９百万円、

のれん償却額が19億１千６百万円それぞれ発生し、仕入債務が44億８千４百万円の増加となったことによるもので

あります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、65億４千万円の資金の使用（前年同期は59億５千５百万円の資金の使用）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が23億８百万円、無形固定資産の取得による支出が28

億３千９百万円、長期前払費用の取得による支出が８億５千６百万円あったことによるものであります。この結果、

営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合算したフリー・キャッシュ・フロー

は、62億円の資金の使用（前年同期は16億８千３百万円の資金の使用）となりました。 

（省略） 
 
【添付資料 P.9】 
３．連結財務諸表及び主な注記 
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
 
（訂正前） 
           (単位：千円) 
          前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 （中略）   

 その他 14,960 △513,067 

 小計 5,136,267 354,086 

 利息及び配当金の受取額 7,933 6,699 

 利息の支払額 △152,634 △146,447 

 法人税等の還付額 33,715 2,484 

 法人税等の支払額 △753,271 △563,277 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,272,011 △346,454 

 （中略）   

現金及び現金同等物に係る換算差額 △232,940 669,206 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,295,947 1,221,806 

現金及び現金同等物の期首残高 13,028,308 10,732,361 

現金及び現金同等物の期末残高 10,732,361 11,954,167 
 
（訂正後） 
           (単位：千円) 
          前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 （中略）   

 その他 14,960 173,701 

 小計 5,136,267 1,040,854 

 利息及び配当金の受取額 7,933 6,699 

 利息の支払額 △152,634 △146,447 

 法人税等の還付額 33,715 2,484 

 法人税等の支払額 △753,271 △563,277 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,272,011 340,313 

 （中略）   

現金及び現金同等物に係る換算差額 △232,940 △17,561 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,295,947 1,221,806 

現金及び現金同等物の期首残高 13,028,308 10,732,361 

現金及び現金同等物の期末残高 10,732,361 11,954,167 
 

以 上 


